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岩手県山田町織笠地区の防潮堤

宮古市田老の防潮堤

防潮堤は役立ったか？

安心感を与え、
災害を助長しなかったか？



出典:新潟日報 2011･4･27（水）朝刊

福島第一原発事故による放射線量分布

明治以降の日本の近代化の総決算

第2次世界大戦の敗戦で、日本の近代化は一度完全に破綻した。
敗戦直後、「戦争放棄」という“覚悟”を決めた。

しかし、それは・・・・・？

今回は2度目の破綻が明らかになった。
新たな“覚悟”が必要→「原発放棄」と

「自然と共生する社会」

日本の近代化は、自然を克服と利用の対象としか見ず、技術力で徹底的に自然
を収奪し、人に対しては、自然と人の直接的関係や共同体における絆を前近代
的束縛と捉え、それらからの自由を標榜して、個人主義を徹底し、市場経済を推
し進め、地方住民の犠牲の上に、中央集権を強化してきた。

それは、足尾鉱毒事件、水俣病、阿賀野川・信濃川の水力発電形態、
福島第一原発事故による地域崩壊などで明らか！



阿賀野川・只見川に
おける発電形態

発電のためだけの
川になってしまった！

出典：「尾瀬と只見川電源開発」
只見町史資料集第３集、平成10年

阿賀野川・只見川沿いに
通るJR磐越西線（1914年全通）
・只見線（19７１年全通）は電化
されていない。

鹿瀬ダム・１９２８年

鹿瀬ﾀﾞﾑの電力で昭和電工が
アセトアルデヒドを造り、
その排水で水俣病が発生した。

撮影：大熊孝
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信濃川流域面積 11900  km2

各ダムの流域面積
宮中ダム （JR東日本） 7841 km2

西大滝ダム（東京電力） 7020

小田切ダム（東京電力） 2787
笹平ダム （東京電力） 2760
水内ダム （東京電力） 2620
平 ダム （東京電力） 2467
生坂ダム （東京電力） 2263
（犀川のダム群には魚道がない？）

宮中ダム
西大滝ダム

小田切ダム

笹平ダム

水内ダム

平ダム

生坂ダム

信濃川水系図
（信濃川・千曲川・犀川）

昔は河口から290ｋｍ上流の
松本まで数万匹の鮭が遡上
した。

しかし、今は発電主体の
川になっている。

出典:「信濃の巨流 千曲川]」、p329に加筆
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宮中ダム・ＪＲ東日本・1939年完成

信濃川中流部の発電形態

信濃川沿いの飯山線（1929年全通）は電化されていない？

宮中ダムによる電力は東京の山手線を動している。

合計317ｍ3 /sの取水

減水区間では夏に水温が３０℃にも上

昇する。魚のいない川は川だろうか？

西大滝ダム・東電・1939年完成

現在、西大滝ダムは20m3/s以上、

宮中ダムは40m3/s以上

の維持流量が検討されている。

撮影：大熊孝

図作成：香野哲大

水力発電はクリーンエネルギーか？

今までの水力発電は、
自然を収奪しきった状況で発電している。

原発が壊れたからといって、
単純に水力発電を増やして、さらに自然を壊していいのか？

今後、５０年で日本の人口は８０００万人台になる。
エネルギー使用量も減るはず。

原子力発電は、急に止めたら雇用問題などあるので、
段階的に止めていくべきと考える。



災害への三対応（技術の担い手による分類）
①私的対応・・・・・・小技術 Individual Action
②共同体的対応・・中技術 Community Action
③公共的対応・・・・大技術 Public Action

小技術
①私的対応

大技術
③公共的対応

中技術
②共同体的対応

図作成：大熊孝

災害対策における『自然との共生』とは？

公共的な大技術は、景観を壊さない程度の規模とし、
それを超える自然力に対しては、私的対応、共同体的
対応で、何とかしのぐ！！

景観を壊さない程度とは？

身の丈にあった人間的スケールを尊重すること。

歩いてくたびれない距離、 全力で走れる距離、
物を投げられる距離、 跳躍できる高さ、距離
相手の顔がわかる距離、 相手の声が聞こえる距離

などを大切に！
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・

美しい水辺に
NPO ǵ̝

Thank you for listening and watching

ご意見・質問がある方は下記にメールをいただければ幸いです。

bigbear1@ymail.plala.or.jp

〈補足〉
藤沼ダム（アースダム）の崩壊
（1949年完成、約150万m3）

江 花 川

簀
ノ

子
川

長沼：福島第1原発から約73km

3月11日14：46のM9の直後にダム
が崩壊して、約150万ｍ３の水が流
出し、土石流となって、8人が犠牲と
なり、全壊１９軒、床上浸水３３軒、
床下浸水２２軒の被害が発生した。

藤沼ダム


